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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
人と環境と作業がうまくかみ合えば，作業遂行がうまくできます。一方，人はよくても，環境が不適切だったり，環境はよくても作業が不慣れだったりすると，作業遂行がうまくできません。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
このように、作業遂行の質というものは上手さにおいて一本の「ものさし」を作れそうだということになりました。この作業遂行の質を測るものさしがAMPSです。
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